




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1．須磨浦（神戸市漁協） 2．明石浦 3．林崎 4．江井ヶ島 5．西二見 6．播磨町
7．高砂 8．伊保 9．室津 10．坂越（赤穂市漁協） 11．坊勢 12．淡路島岩屋
13．湊 14．南あわじ
兵
庫
瀬
戸
内
に
お
け
る
ア
ナ
ゴ
延
縄
漁
の
終
焉
二
六
県
内
の
瀬
戸
内
海
海
区
（
以
下
、
兵
庫
瀬
戸
内
と
略
記
す
る
）
に
位
置
す
る
漁
業
地
区
（
明
石
市
明
石
浦
、
同
市
江
井
ヶ
島
、
加
古
郡
播
磨
町
、
淡
路
市
岩
屋
、
南
あ
わ
じ
市
阿
那
賀
な
ど
）
に
お
い
て
、
延
縄
漁
業
の
技
術
や
延
縄
漁
業
者
が
有
す
る
知
識
に
つ
い
て
聞
き
取
り
と
漁
業
活
動
の
参
与
観
察
を
進
め
て
き
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
六
年
九
月
に
は
県
内
の
各
漁
業
協
同
組
合
に
対
し
て
「
延
縄
漁
業
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
た
。
す
で
に
衰
退
し
つ
つ
あ
る
こ
の
漁
業
を
、
将
来
、
引
き
継
ぐ
者
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
こ
の
漁
業
の
実
態
と
漁
業
者
の
知
識
を
理
解
し
、
記
録
し
て
お
く
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
⑴
。
小
論
で
は
、
以
上
の
こ
と
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
お
お
よ
そ
一
九
五
〇
年
代
か
ら
現
在
に
か
け
て
の
約
七
〇
年
間
と
い
う
時
間
軸
を
設
定
し
、
兵
庫
瀬
戸
内
の
ア
ナ
ゴ
延
縄
漁
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
明
石
浦
、
淡
路
岩
屋
、
播
磨
町
の
各
漁
業
協
同
組
合
地
区
に
お
い
て
漁
業
者
か
ら
聞
き
取
り
を
し
て
得
ら
れ
た
資
料
に
基
づ
い
て
、
こ
の
延
縄
漁
の
漁
業
活
動
、
技
術
知
や
環
境
知
、
さ
ら
に
は
漁
業
生
活
に
関
す
る
「
聞
き
書
き
」
を
試
み
た
い
（
小
川
一
九
九
一
、
森
本
一
九
八
六
、
安
室
二
〇
一
一
）。
聞
き
取
り
調
査
は
、
漁
業
者
の
自
宅
、
漁
具
の
準
備
施
設
（
作
業
小
屋
）、
漁
業
協
同
組
合
事
務
所
内
、
漁
港
周
辺
お
よ
び
漁
船
上
で
実
施
し
た
。
聞
き
取
り
方
法
は
、
地
区
の
漁
業
の
実
態
、
漁
業
者
の
漁
業
経
験
、
漁
業
技
術
な
ど
に
つ
い
て
、
筆
者
が
尋
ね
、
そ
れ
に
漁
業
者
が
答
え
る
方
法
で
進
め
て
き
た
。
質
問
紙
を
あ
ら
か
じ
め
準
備
す
る
な
ど
、
特
に
構
造
化
し
た
も
の
で
は
な
い
。
な
お
、
海
況
や
漁
具
等
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
な
名
称
と
と
も
に
、
地
方
名
を
カ
タ
カ
ナ
表
記
で
用
い
た
。
併
記
す
る
際
に
は
、
地
方
名
を
（
）
内
に
付
し
た
。
第
一
章
明
石
浦
の
ア
ナ
ゴ
延
縄
漁
│
一
九
五
〇
年
代
、
六
〇
年
代
年
代
の
記
録
延
縄
は
、
か
つ
て
明
石
浦
（
明
石
浦
漁
業
協
同
組
合
地
区
）
の
主
た
る
漁
業
で
あ
っ
た
。『
兵
庫
県
漁
業
慣
行
録
』
に
よ
る
と
、
こ
の
地
区
が
新
濱
と
呼
ば
れ
て
い
た
明
治
中
期
に
は
、
タ
イ
延
縄
、
チ
ヌ
延
縄
、
ハ
マ
チ
延
縄
、
エ
イ
延
縄
、
ア
ブ
ラ
メ
延
縄
、
ア
ナ
ゴ
延
兵
庫
瀬
戸
内
に
お
け
る
ア
ナ
ゴ
延
縄
漁
の
終
焉
二
七
縄
、
ス
ズ
キ
延
縄
、
ノ
ソ
延
縄
な
ど
が
活
発
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
（
田
和
二
〇
一
八
）。『
兵
庫
県
漁
具
図
解
』
に
も
新
濱
で
調
査
さ
れ
た
フ
カ
延
縄
、
ハ
モ
延
縄
、
ア
ナ
ゴ
延
縄
、
ア
ブ
ラ
メ
延
縄
、
タ
イ
延
縄
、
ノ
ソ
延
縄
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（
田
和
二
〇
一
〇
）。
こ
の
地
区
が
当
時
、
旧
播
磨
国
で
最
も
規
模
の
大
き
い
釣
漁
村
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
か
ら
一
二
〇
年
を
経
過
し
た
二
〇
一
六
年
九
月
現
在
、
延
縄
に
従
事
す
る
漁
船
は
一
隻
の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
も
七
〇
歳
代
の
三
人
兄
弟
が
春
季
を
中
心
に
約
二
か
月
間
就
業
す
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
（
写
真
１
）。
明
石
浦
の
現
在
の
主
要
な
漁
船
漁
業
は
、
小
型
底
曳
網
、
船
曳
網
、
一
本
釣
り
、
曳
縄
な
ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
冬
季
の
ノ
リ
養
殖
漁
業
が
漁
船
漁
業
と
と
も
に
基
幹
漁
業
に
な
っ
て
い
る
。
聞
き
取
り
を
し
た
Ｅ
氏
（
一
九
三
二
年
生
ま
れ
）
は
、
明
石
浦
で
三
代
目
と
な
る
漁
業
者
で
あ
っ
た
。
父
親
は
幼
い
頃
か
ら
「
縄
船
で
育
っ
た
」
延
縄
漁
業
者
で
あ
っ
た
。
Ｅ
氏
自
身
も
幼
い
頃
か
ら
、
夏
季
に
は
父
親
に
連
れ
ら
れ
て
延
縄
漁
船
に
乗
っ
て
い
た
と
い
う
。
昭
和
一
〇
年
代
の
こ
と
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
は
父
の
あ
と
を
継
ぎ
、
延
縄
（
ノ
ー
ハ
イ
と
呼
ぶ
）
に
着
業
し
た
。
明
石
浦
で
は
、
戦
災
で
多
く
の
漁
具
・
漁
船
を
失
っ
た
が
、
幸
い
延
縄
の
道
具
は
数
多
く
残
っ
た
と
い
う
。
戦
後
は
そ
れ
ら
を
用
い
て
漁
に
出
た
。
延
縄
以
外
の
選
択
肢
は
な
か
っ
た
⑵
の
で
あ
る
。
延
縄
に
は
一
九
六
〇
年
代
前
半
頃
ま
で
従
事
し
た
。
そ
の
後
、
小
型
底
曳
網
（
テ
ン
グ
リ
）
漁
業
へ
と
転
業
し
た
。
一
九
六
六
、
六
七
（
昭
和
四
一
、
四
二
）
年
頃
に
は
明
石
浦
に
ノ
リ
養
殖
が
導
入
さ
れ
、
今
度
は
こ
れ
に
も
着
業
し
た
。
そ
れ
以
降
は
、
夏
場
は
底
曳
、
冬
場
は
ノ
リ
養
殖
と
い
う
よ
う
に
二
つ
の
漁
種
を
併
営
し
て
き
た
。
そ
の
後
、
長
男
が
こ
れ
ら
を
引
継
ぎ
、
Ｅ
氏
自
身
は
二
〇
〇
九
年
に
漁
業
か
ら
退
い
た
。
延
縄
漁
業
に
関
す
る
以
下
の
聞
き
取
り
内
容
は
、
し
た
が
っ
て
昭
和
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
の
事
例
で
あ
る
。
延
縄
の
道
具
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
縄
を
収
め
る
桶
は
ノ
ブ
タ
と
呼
ん
だ
（
写
真
２
）。
か
つ
て
は
こ
れ
を
作
る
商
店
が
、
現
在
の
国
道
二
号
線
の
北
側
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
購
入
し
て
い
た
。
ノ
ブ
タ
は
修
理
し
な
が
ら
使
っ
て
い
た
。
延
縄
を
や
め
た
漁
師
か
ら
譲
り
受
兵
庫
瀬
戸
内
に
お
け
る
ア
ナ
ゴ
延
縄
漁
の
終
焉
二
八
写真 4 延縄漁具の後始末：播磨町
作業小屋にて、幹縄や枝縄のよじれや破損箇
所を丁寧にチェックし、補修する女性。2011年
12月撮影。
写真 1 延縄漁具を保管する倉庫：明石浦
明石浦漁業協同組合の事務所近くにある漁具
倉庫。70歳代の高齢な延縄漁業者が数多くの漁
具を保管している。2016年 9月撮影。
写真 5 アナゴ延縄漁に用いる鉛製の沈子：播
磨町
沈子の上部にフック型の針金がついている。
これらの沈子は、漁具の準備段階で縄とともに
縄桶に収めておくのではなく、操業中に漁業者
が判断して幹縄に引っ掛けてから海中に投じて
ゆく。2011年 12月撮影。
写真 2 縄桶（ノブタ）に収められた延縄漁
具：明石浦
漁具の後始末を終え、次の出漁に向けて幹縄
や枝縄、テグス、釣針がきれいに整えられてい
る。2016年 9月撮影。
写真 6 アナゴ延縄用の餌：播磨町
冷凍イカを解凍し、細かく切り分ける。その
後、これに塩をまぶす。2011年 12月撮影。
写真 3 延縄に使用する沈子（テイシ）：淡路岩
屋
海岸で採取された丸みを帯びた天然石が利用
されている。これは、現在もキス延縄漁に使用
されているものである。2016年 8月撮影。
兵
庫
瀬
戸
内
に
お
け
る
ア
ナ
ゴ
延
縄
漁
の
終
焉
二
九
写真 10 出漁の準備：播磨町
出漁時刻がいよいよ近づき、漁船内に積みあ
げた縄桶の縄を湿らせるために海水を汲んでこ
れにかけてゆく。2016年 6月撮影。
写真 7 餌づけ作業：播磨町
縄桶の側板につき刺してあった釣針をひとつ
ずつはずし、その釣針の先に細かく切り分けた
餌をつけてゆく。2011年 12月撮影。
写真 11 海上での延縄の投入：播磨町
いったん縄を投げいれ始めると、漁具は引っ
張られるようにして海中へと落ちてゆく。2016
年 6月撮影。
写真 8 餌づけが完了した縄桶：播磨町
餌づけしたこれらの縄桶を漁船に運び入れて、
出漁の準備が整う。2011年 12月撮影。
写真 12 アナゴの漁獲：播磨町
針にかかったアナゴは、「活け」の状態にして
おく。生簀の上に設えた枠型には刃がつけられ
ており、テグスがこの刃で切れ、アナゴは生簀
へと落ちる。2016年 6月撮影。
写真 9 出漁の準備：播磨町
作業小屋で餌づけした縄桶を漁船に積み込む。
2016年 6月撮影。
兵
庫
瀬
戸
内
に
お
け
る
ア
ナ
ゴ
延
縄
漁
の
終
焉
三
〇
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ノ
ブ
タ
の
底
は
、
割
竹
を
縦
横
に
組
ん
で
と
め
て
あ
る
。
こ
う
す
る
と
ノ
ブ
タ
を
干
す
時
、
風
が
よ
く
通
り
、
乾
く
の
が
早
か
っ
た
。
幹
縄
は
、
通
常
、
ナ
ワ
と
呼
ん
だ
。
枝
縄
は
太
い
も
の
で
径
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
も
の
を
長
さ
一
メ
ー
ト
ル
つ
な
い
だ
。
そ
の
先
に
テ
グ
ス
（
チ
モ
ト
と
呼
ん
だ
）
を
約
三
・
五
メ
ー
ト
ル
く
く
り
、
そ
の
先
に
六
分
か
七
分
の
長
さ
の
釣
針
（
ツ
リ
）
を
ノ
ブ
タ
一
桶
に
約
二
〇
〇
本
つ
け
た
。
農
家
か
ら
稲
藁
を
譲
っ
て
も
ら
い
、
ノ
ブ
タ
の
側
板
に
穴
を
あ
け
て
、
こ
れ
を
糸
で
く
く
り
つ
け
、
そ
こ
に
ツ
リ
を
引
っ
か
け
る
よ
う
に
工
夫
し
た
⑶
。
な
お
、
ツ
リ
は
小
野
市
か
ら
売
り
に
来
て
い
た
。
沈
子
に
は
、
握
り
こ
ぶ
し
よ
り
や
や
大
き
め
の
丸
石
を
用
い
た
。
こ
れ
は
淡
路
島
の
海
岸
ま
で
拾
い
に
行
っ
た
と
い
う
。
餌
に
は
、
イ
カ
ナ
ゴ
や
冷
蔵
サ
ン
マ
を
使
っ
た
。
イ
カ
ナ
ゴ
の
新
子
（
体
長
五
〜
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
は
、
船
曳
網
漁
業
者
か
ら
入
手
し
、
一
尾
ず
つ
ツ
リ
に
刺
し
た
。
新
子
の
利
用
は
、「
ひ
と
月
ほ
ど
の
シ
ョ
ー
バ
イ
」
で
あ
る
。
新
子
が
大
き
く
成
長
す
る
頃
に
な
る
と
、
サ
ン
マ
の
利
用
に
切
り
か
え
た
。
こ
れ
は
三
枚
に
お
ろ
し
て
、
骨
の
部
分
を
除
去
し
、
そ
の
後
片
身
を
さ
ら
に
小
さ
く
切
っ
て
使
っ
た
。
ツ
リ
に
刺
す
前
に
は
あ
ら
か
じ
め
塩
を
ま
ぶ
し
て
お
い
た
。
身
か
ら
水
分
を
除
き
、
身
を
固
く
し
て
お
か
な
い
と
刺
し
に
く
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
冬
は
イ
カ
ナ
ゴ
の
成
魚
（
二
年
魚
あ
る
い
は
三
年
魚：
フ
ル
セ
と
呼
ぶ
）
を
使
っ
た
。
こ
れ
は
底
曳
網
の
漁
業
者
か
ら
購
入
し
た
。
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
切
っ
て
刺
す
が
、
刺
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
砂
を
ま
ぶ
し
た
と
い
う
。
砂
は
明
石
川
河
口
に
堆
積
し
た
も
の
を
、
砂
採
取
を
専
門
と
す
る
業
者
か
ら
購
入
し
た
。
餌
を
ツ
リ
に
つ
け
て
し
ま
う
と
、
準
備
し
た
そ
の
ノ
ブ
タ
は
基
本
的
に
は
沖
で
さ
ば
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
塩
を
つ
け
て
お
い
た
餌
は
長
持
ち
す
る
。
し
か
し
、
餌
の
水
気
が
抜
け
て
、
そ
れ
自
体
が
硬
く
な
っ
て
し
ま
う
と
、
魚
の
食
い
が
悪
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
魚
が
食
い
つ
く
と
想
定
す
る
時
間
帯
よ
り
早
め
に
縄
を
海
中
に
投
げ
入
れ
、
餌
を
通
常
よ
り
長
い
時
間
海
水
に
浸
し
て
柔
ら
か
く
す
る
工
夫
を
し
た
。
冬
場
、
餌
づ
け
の
準
備
を
し
た
も
の
の
、
時
化
の
た
め
出
漁
を
見
合
わ
せ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
餌
を
つ
け
た
ノ
ブ
タ
は
船
倉
（
イ
ケ
マ
）
に
入
れ
て
、
布
を
か
ぶ
せ
風
に
当
た
ら
な
い
よ
う
に
し
て
お
け
ば
、
数
日
間
は
も
っ
た
。
秋
に
は
ア
ナ
ゴ
の
新
子
が
ど
こ
で
で
も
わ
い
た
。
新
子
を
ビ
リ
ン
コ
と
呼
ん
だ
。
ア
ナ
ゴ
は
海
底
が
砂
泥
地
（
イ
ソ
カ
ケ
）
に
多
く
い
兵
庫
瀬
戸
内
に
お
け
る
ア
ナ
ゴ
延
縄
漁
の
終
焉
三
一
た
。
集
落
の
前
の
沖
合
（
イ
エ
ノ
マ
エ
）
か
ら
西
側
の
二
見
の
沖
へ
行
っ
た
り
、
東
側
の
神
戸
沖
に
行
っ
た
り
し
て
こ
の
漁
を
し
た
。
東
へ
行
く
と
き
は
、
下
げ
潮
流
（
シ
ッ
シ
ョ
）
の
時
、
西
へ
出
漁
す
る
と
き
は
上
げ
潮
流
（
ニ
チ
）
の
時
を
ね
ら
っ
た
。
水
深
は
三
二
尋
（
四
七
〜
四
八
メ
ー
ト
ル
）
ほ
ど
の
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
よ
り
浅
く
な
る
と
、
ア
ナ
ゴ
は
夜
に
は
餌
を
く
う
が
、
昼
間
に
は
く
わ
な
か
っ
た
。
使
用
す
る
ノ
ブ
タ
の
数
は
約
二
〇
桶
で
あ
っ
た
。
出
漁
か
ら
、
海
上
で
漁
を
続
け
、
帰
港
す
る
ま
で
の
漁
業
活
動
時
間
は
お
お
よ
そ
四
時
間
か
か
っ
た
。
魚
価
は
安
か
っ
た
が
、
大
量
に
漁
獲
で
き
た
の
で
、
そ
れ
な
り
に
儲
け
は
あ
っ
た
。
ノ
ブ
タ
二
〇
桶
を
使
っ
て
約
二
〇
〇
尾
は
釣
っ
た
。
体
重
一
〇
〇
〜
一
五
〇
グ
ラ
ム
（
三
〇
〜
四
〇
匁
）
程
度
の
も
の
が
美
味
で
あ
る
。
二
六
〇
グ
ラ
ム
（
七
〇
匁
）
ほ
ど
の
大
型
の
も
の
も
混
じ
っ
た
し
、
デ
ン
ス
ケ
と
呼
ぶ
か
な
り
大
型
の
ア
ナ
ゴ
も
混
獲
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
ア
ナ
ゴ
の
漁
獲
量
が
減
っ
て
く
る
四
、
五
月
頃
に
は
、
同
じ
漁
場
で
ガ
シ
ラ
を
ね
ら
っ
た
。
水
温
が
上
昇
す
る
六
月
か
ら
九
月
頃
ま
で
は
タ
イ
縄
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
⑷
。
海
上
で
縄
を
入
れ
る
際
に
は
、
た
と
え
ば
、
シ
オ
が
西
に
流
れ
て
ゆ
く
場
合
は
、
西
に
向
か
っ
て
入
れ
た
。
縄
は
転
流
後
に
流
れ
が
反
対
に
な
る
シ
オ
（
シ
オ
バ
ナ
）
が
来
る
前
に
引
き
あ
げ
た
。
最
初
に
入
れ
た
方
の
縄
に
戻
っ
て
引
き
あ
げ
る
の
か
、
や
り
終
え
た
方
か
ら
引
き
あ
げ
る
の
か
、
シ
オ
の
具
合
を
見
な
が
ら
い
ず
れ
か
に
決
め
た
。
シ
オ
の
流
れ
に
逆
ら
う
よ
う
に
し
て
引
き
あ
げ
る
と
、
縄
が
シ
オ
に
引
っ
張
ら
れ
、
重
た
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
漁
業
者
は
シ
オ
の
流
れ
の
速
さ
を
知
る
時
に
は
、
遠
近
両
方
に
位
置
す
る
陸
上
の
山
や
建
築
物
な
ど
の
目
標
物
を
見
た
と
い
う
。
こ
れ
は
、
自
身
が
乗
る
漁
船
の
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
シ
オ
に
流
さ
れ
る
時
、
前
方
の
目
標
物
は
漁
船
か
ら
離
れ
て
ゆ
く
が
、
後
方
の
目
標
物
が
漁
船
と
同
じ
よ
う
に
動
い
て
ゆ
く
よ
う
に
見
え
る
と
い
う
、
目
の
錯
覚
（
運
動
視
差
）
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
つ
の
目
標
物
の
離
れ
具
合
の
速
さ
が
、
シ
オ
の
流
れ
る
速
さ
と
読
み
か
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
で
シ
オ
の
速
さ
が
十
分
に
わ
か
ら
な
い
時
、
す
な
わ
ち
「
山
が
い
の
け
へ
ん
（
動
か
な
い
）」
時
に
は
、
い
っ
た
ん
止
め
て
あ
っ
た
漁
船
の
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
、
ス
ク
リ
ュ
ー
を
回
し
た
結
果
、
海
面
に
生
じ
た
泡
が
、
ど
の
よ
う
に
流
れ
る
の
か
を
見
て
判
断
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
兵
庫
瀬
戸
内
に
お
け
る
ア
ナ
ゴ
延
縄
漁
の
終
焉
三
二
漁
場
の
位
置
を
認
知
す
る
際
に
も
山
や
建
築
物
を
見
た
。
い
わ
ゆ
る
ヤ
マ
タ
テ
と
い
う
簡
易
三
角
測
量
技
法
を
使
用
し
た
の
で
あ
る
。
東
西
を
見
る
時
に
は
明
石
、
神
戸
の
陸
側
に
あ
る
目
標
物
を
用
い
た
。
後
方
の
主
要
な
目
標
物
と
し
て
雄
岡
山
（
お
っ
こ
さ
ん
）
と
雌
岡
山
（
め
っ
こ
さ
ん
）⑸
を
あ
て
た
。
南
北
を
あ
て
る
時
の
主
要
な
目
標
物
は
、
北
は
一
の
谷
⑹
、
南
は
淡
路
島
の
灯
台
⑺
な
ど
で
あ
っ
た
。
漁
場
の
水
深
を
知
る
た
め
に
は
、
金
属
製
の
重
り
の
つ
い
た
タ
ダ
シ
と
呼
ぶ
縄
を
用
い
た
。
縄
に
は
一
尋
ご
と
に
目
印
を
つ
け
て
あ
り
、
縄
が
ど
こ
ま
で
入
っ
た
か
を
確
認
で
き
た
。
シ
オ
の
流
れ
が
緩
く
な
っ
て
く
る
こ
と
を
「
や
え
て
く
る
」
や
「
や
ら
こ
な
っ
て
く
る
」
と
表
現
し
た
。
明
石
海
峡
付
近
で
は
、
転
流
後
に
反
流
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
を
「
シ
オ
が
回
る
」
と
表
現
す
る
。
た
と
え
ば
、
東
流
か
ら
西
流
へ
と
転
流
し
た
の
ち
、
シ
オ
が
回
る
と
東
へ
と
流
れ
た
。
そ
れ
が
ま
た
西
流
と
な
っ
て
、
波
が
生
じ
た
。
特
に
水
深
が
浅
い
と
こ
ろ
で
は
大
き
な
波
が
生
じ
た
と
い
う
。
上
層
を
流
れ
る
シ
オ
（
ウ
エ
ノ
シ
オ
）
の
速
さ
と
下
層
を
流
れ
る
シ
オ
（
シ
タ
ノ
シ
オ
）
の
速
さ
と
に
差
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
。
漁
業
活
動
時
に
シ
オ
が
回
る
状
態
に
出
会
う
と
、
縄
が
海
底
の
岩
礁
に
よ
く
引
っ
か
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
な
る
と
、
縄
が
海
底
で
擦
り
切
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
船
上
で
一
端
を
切
っ
て
し
ま
い
、
海
中
に
残
る
方
の
縄
の
端
に
は
浮
樽
を
結
わ
え
て
お
い
た
。
そ
し
て
、
縄
を
放
っ
た
場
所
を
覚
え
て
お
く
た
め
に
ヤ
マ
タ
テ
を
し
た
。
あ
と
で
、
漁
船
を
同
じ
場
所
に
つ
け
、
そ
こ
で
ス
マ
ル
と
呼
ぶ
フ
ッ
ク
の
つ
い
た
金
属
製
の
道
具
を
海
底
に
沈
め
、
海
底
に
残
さ
れ
た
縄
の
一
部
を
こ
れ
に
引
っ
か
け
て
、
縄
を
引
き
あ
げ
た
。
漁
獲
物
を
卸
す
際
に
は
、
胴
丸
か
ご
に
入
れ
て
活
か
し
て
お
い
た
も
の
を
信
用
売
り
（
ツ
ッ
コ
ミ
）
で
値
段
交
渉
し
た
。
仲
卸
商
人
と
は
、「
買
い
値
が
安
い
」
と
い
っ
て
よ
く
喧
嘩
し
た
も
の
で
あ
る
。
ア
ナ
ゴ
を
扱
う
商
店
と
し
て
は
、
大
善
⑻
と
林
喜
が
あ
っ
た
。
使
用
済
み
の
ノ
ブ
タ
の
後
始
末
を
し
、
次
の
出
漁
の
た
め
に
準
備
す
る
作
業
が
縄
繰
り
で
あ
る
。
こ
の
作
業
お
よ
び
こ
の
作
業
を
お
こ
な
う
人
を
ノ
ー
ク
リ
と
呼
ん
だ
。
Ｅ
氏
が
頼
ん
で
い
た
ノ
ー
ク
リ
は
、
七
、
八
人
い
た
。
ノ
ー
ク
リ
は
い
く
つ
か
の
縄
船
の
縄
を
掛
け
持
ち
で
繰
っ
て
い
た
の
で
、
Ｅ
氏
自
身
は
、
一
人
の
ノ
ー
ク
リ
に
対
し
て
あ
ま
り
多
い
数
の
ノ
ブ
タ
を
依
頼
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
兵
庫
瀬
戸
内
に
お
け
る
ア
ナ
ゴ
延
縄
漁
の
終
焉
三
三
冬
季
に
な
り
海
水
温
が
低
下
す
る
と
、
ア
ナ
ゴ
は
餌
を
食
わ
な
く
な
る
。
そ
う
な
る
と
紀
淡
海
峡
の
淡
輪
⑼
の
沖
ま
で
出
漁
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
昭
和
三
〇
年
代
に
電
気
着
火
に
よ
る
焼
玉
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
た
木
造
船
を
使
用
し
て
い
た
頃
で
あ
る
。
一
二
月
か
ら
二
月
中
旬
く
ら
い
ま
で
の
間
に
出
漁
し
た
。
と
は
い
え
、
海
が
時
化
る
こ
と
も
多
く
、
一
か
月
に
二
、
三
回
の
出
漁
回
数
に
と
ど
ま
っ
た
。
漁
船
は
四
人
乗
り
で
、
一
三
時
頃
に
明
石
浦
を
出
港
し
た
。
三
時
間
半
ほ
ど
の
航
海
で
あ
っ
た
。
ノ
ブ
タ
は
約
八
〇
桶
積
ん
で
い
っ
た
。
日
没
前
に
一
時
間
半
ほ
ど
か
け
て
す
べ
て
の
縄
を
入
れ
終
え
、
日
没
後
、
た
だ
ち
に
引
き
あ
げ
た
。
引
き
あ
げ
作
業
は
か
な
り
の
重
労
働
で
、
三
人
が
交
代
し
な
が
ら
仕
事
を
し
た
⑽
。
水
温
の
低
下
が
著
し
か
っ
た
一
九
六
三
年
の
い
わ
ゆ
る
三
八
豪
雪
⑾
の
時
に
は
、
和
歌
山
市
の
沖
ま
で
出
漁
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
第
二
章
北
淡
の
ア
ナ
ゴ
延
縄
漁
│
父
親
の
漁
の
記
憶
淡
路
島
の
北
端
に
あ
た
る
岩
屋
は
古
く
か
ら
延
縄
が
さ
か
ん
な
漁
業
集
落
で
あ
っ
た
。『
兵
庫
県
漁
業
慣
行
録
』
に
よ
る
と
、
こ
の
地
区
は
岩
屋
浦
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
旧
津
名
郡
内
の
由
良
浦
と
と
も
に
、
普
通
漁
業
者
（
自
営
漁
業
者
）
と
雇
わ
れ
漁
夫
の
合
計
が
一
〇
〇
〇
人
を
超
す
、
淡
路
島
で
一
、
二
を
争
う
規
模
の
大
き
い
漁
村
で
あ
っ
た
。
当
時
、
ハ
モ
延
縄
従
事
者
一
五
〇
人
、
タ
イ
延
縄
従
事
者
六
〇
人
、
ア
ナ
ゴ
延
縄
従
事
者
五
一
人
を
数
え
た
⑿
（
田
和
二
〇
一
八
）。
二
〇
一
六
年
八
月
に
聞
き
取
り
を
し
た
Ｎ
氏
（
一
九
六
八
年
生
ま
れ
）
に
よ
る
と
、
Ｎ
家
は
代
々
「
権
七
」
と
い
う
屋
号
を
も
っ
て
い
た
。
八
代
前
か
ら
延
縄
を
始
め
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
江
戸
時
代
末
期
に
は
す
で
に
就
業
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
Ｎ
氏
は
、
父
親
と
伯
父
、
い
と
こ
（
伯
父
の
息
子
）
の
三
人
が
乗
り
組
ん
で
操
業
す
る
延
縄
漁
船
に
、
子
供
の
頃
か
ら
乗
っ
て
い
た
。
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
八
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
Ｎ
家
で
は
Ｎ
氏
の
父
親
の
代
で
、
縄
船
（
ナ
ブ
兵
庫
瀬
戸
内
に
お
け
る
ア
ナ
ゴ
延
縄
漁
の
終
焉
三
四
ネ
）
の
操
業
を
終
え
た
。
Ｎ
氏
自
身
は
中
学
校
を
卒
業
後
、
小
型
底
曳
網
漁
船
に
乗
り
組
み
、
船
頭
か
ら
漁
業
技
術
を
学
ん
だ
。
二
〇
歳
の
時
に
漁
船
を
手
に
入
れ
て
独
立
し
た
と
い
う
。
現
在
も
小
型
底
曳
網
に
従
事
し
て
い
る
。
字
神
ノ
前
地
先
の
船
溜
ま
り
に
は
、
一
九
七
〇
年
代
ま
で
、
五
〇
〜
六
〇
隻
の
延
縄
漁
船
が
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
二
〇
一
五
年
に
は
六
隻
、
二
〇
一
六
年
に
は
四
隻
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
岩
屋
で
は
現
在
、
ア
ナ
ゴ
延
縄
（
ア
ナ
ゴ
バ
エ
）
は
お
こ
な
わ
れ
て
は
い
な
い
。
海
底
が
泥
質
の
「
ア
ナ
ゴ
場
」
が
な
く
な
り
、
資
源
量
が
減
少
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ア
ナ
ゴ
場
は
水
深
一
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
浅
所
で
、
ア
マ
モ
（
ヘ
ビ
モ
）
が
多
く
繁
茂
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
現
在
で
は
ア
ナ
ゴ
は
、
カ
サ
ゴ
を
ね
ら
う
延
縄
（
ガ
シ
ラ
バ
エ
）
で
混
獲
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
た
だ
し
、
Ｎ
氏
自
身
は
、
近
年
で
も
、
年
末
に
二
回
ほ
ど
ア
ナ
ゴ
バ
エ
に
出
る
と
い
う
。
岩
屋
で
は
か
つ
て
ア
ナ
ゴ
は
タ
コ
と
と
も
に
祝
儀
魚
と
し
て
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。「
昔
は
ア
ナ
ゴ
な
か
っ
た
ら
、
正
月
が
迎
え
ら
れ
ん
か
っ
た
」
と
い
う
。
そ
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
Ｎ
氏
は
自
家
消
費
用
お
よ
び
近
所
に
配
る
ア
ナ
ゴ
を
獲
る
目
的
で
出
漁
し
て
い
る
。
Ｎ
氏
が
中
学
生
の
頃
、
す
な
わ
ち
一
九
八
〇
年
代
、
父
を
手
伝
っ
て
乗
船
し
た
ア
ナ
ゴ
バ
エ
で
は
、
一
隻
が
四
人
乗
り
で
構
成
さ
れ
た
。
舵
取
り
一
名
、
縄
を
引
く
者
一
名
、
生
簀
（
イ
ケ
マ
）
ま
わ
り
で
二
名
が
作
業
し
た
。
縄
の
引
き
あ
げ
に
は
、
ロ
ー
ラ
ー
型
の
動
力
巻
き
あ
げ
機
を
使
用
し
て
い
た
。
ア
ナ
ゴ
バ
エ
は
、
秋
（
一
〇
月
頃
）
か
ら
春
（
翌
年
の
三
月
い
っ
ぱ
い
く
ら
い
ま
で
）
の
漁
で
あ
っ
た
。
風
が
強
く
な
る
と
休
漁
し
た
。
延
縄
を
収
め
る
容
器
を
縄
桶
（
ナ
オ
ケ
）
と
呼
ん
だ
。
細
い
幹
縄
を
使
用
し
、
八
引
き
（
半
尋
×
八：
約
六
メ
ー
ト
ル
）
ご
と
に
枝
縄
（
モ
ト
エ
ダ
）
を
結
わ
え
た
。
モ
ト
エ
ダ
の
先
に
サ
ツ
キ
ヤ
マ
と
呼
ぶ
ナ
イ
ロ
ン
製
の
テ
グ
ス
を
結
び
、
そ
の
先
に
釣
針
を
つ
け
た
。
ナ
オ
ケ
一
つ
の
幹
縄
に
つ
け
る
針
数
は
約
二
二
〇
本
で
あ
っ
た
。
沈
子
（
テ
イ
シ
）
は
海
岸
（
ナ
ダ
と
呼
ぶ
）
で
丸
石
（
写
真
３
）
を
採
っ
て
き
て
利
用
し
た
。「
ナ
ダ
に
石
拾
い
に
行
こ
か
」
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
一
桶
に
五
〜
六
個
つ
け
た
。
ア
ナ
ゴ
バ
エ
は
シ
オ
の
速
さ
に
合
わ
せ
て
入
れ
て
ゆ
く
。
大
阪
湾
側
は
シ
オ
が
遅
く
、
明
石
海
峡
あ
た
り
は
シ
オ
が
速
い
。
縄
は
、
シ
兵
庫
瀬
戸
内
に
お
け
る
ア
ナ
ゴ
延
縄
漁
の
終
焉
三
五
オ
の
流
れ
が
緩
く
な
る
（
や
え
て
く
る
）
時
す
な
わ
ち
停
潮
時
に
敷
設
し
、
転
流
し
は
じ
め
た
後
に
引
き
あ
げ
た
。
一
回
の
漁
に
五
五
、
五
六
桶
を
使
用
し
た
。
こ
れ
だ
け
入
れ
る
に
は
約
二
時
間
を
要
し
た
。
漁
場
は
、
冬
場
は
海
底
が
泥
質
の
と
こ
ろ
（
ド
ロ
バ
）
で
あ
る
が
、
春
に
な
る
と
ド
ロ
バ
近
く
の
砂
質
の
海
底
（
ス
ナ
バ
）
へ
と
切
り
か
え
た
。
餌
は
、
冷
凍
の
サ
バ
、
サ
ン
マ
を
小
さ
く
切
っ
た
も
の
を
用
い
た
。
春
に
餌
と
し
て
イ
カ
ナ
ゴ
を
つ
け
る
と
ア
ナ
ゴ
の
食
い
が
よ
か
っ
た
。
こ
れ
は
地
元
の
船
曳
網
が
漁
獲
し
た
も
の
を
購
入
し
た
。
大
き
く
育
っ
た
イ
カ
ナ
ゴ
の
成
魚
（
フ
ル
セ
）
の
場
合
に
は
小
さ
く
刻
ん
で
針
に
刺
し
た
。
コ
ナ
と
呼
ぶ
イ
カ
ナ
ゴ
の
当
歳
魚
（
新
子
）
は
一
尾
づ
け
し
た
。
切
り
身
を
用
い
て
餌
づ
け
す
る
作
業
は
、
漁
業
者
の
配
偶
者
や
パ
ー
ト
の
手
伝
い
女
性
で
も
で
き
た
が
、
一
尾
づ
け
と
な
る
と
な
か
な
か
難
し
く
、
他
人
に
は
任
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。
漁
場
は
大
阪
湾
側
を
利
用
し
た
。
通
常
、
一
四
時
頃
に
出
漁
し
た
。
一
五
時
頃
に
な
れ
ば
、「
海
の
底
は
夜
」
と
い
う
よ
う
に
教
え
ら
れ
た
と
い
う
。
ア
ナ
ゴ
の
活
動
が
活
発
に
な
る
こ
の
時
刻
以
降
を
ね
ら
っ
た
の
で
あ
る
。
シ
オ
の
速
さ
は
、
錨
を
投
入
し
た
後
、
縄
の
つ
い
た
樽
を
海
中
に
放
り
込
ん
で
、
そ
の
樽
の
流
れ
具
合
を
目
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
読
ん
だ
。
こ
の
行
為
を
「
樽
を
う
つ
」
と
い
っ
た
。
二
〇
隻
く
ら
い
の
漁
船
が
一
列
に
並
ぶ
よ
う
な
形
で
漁
を
し
た
。
漁
業
者
は
海
底
の
状
況
を
熟
知
し
て
お
り
、
そ
の
知
識
に
基
づ
い
て
縄
を
入
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
時
、
海
底
の
地
形
を
勘
案
し
て
、
漁
船
の
進
行
方
向
を
変
え
る
場
合
が
あ
る
。
進
路
を
曲
げ
る
こ
と
を
「
わ
げ
る
」、
曲
が
り
角
を
ワ
ゲ
と
呼
ん
だ
。
す
な
わ
ち
、
縄
を
入
れ
て
い
る
と
き
、
曲
が
り
角
に
差
し
か
か
る
と
、
船
頭
か
ら
「
ワ
ゲ
や
ぞ
ー
っ
」
と
声
が
か
か
る
。
夜
間
の
操
業
で
海
中
が
見
え
に
く
い
時
に
、
ワ
ゲ
で
は
テ
イ
シ
の
結
び
方
を
変
え
て
縄
を
入
れ
た
。
縄
を
引
き
あ
げ
る
時
に
、
テ
イ
シ
の
結
び
方
が
目
印
と
な
り
、
こ
れ
を
目
安
に
し
て
操
船
し
た
。
ア
ナ
ゴ
と
混
獲
さ
れ
る
魚
種
に
は
、
イ
シ
モ
チ
（
グ
チ
）、
ム
シ
ガ
レ
イ
（
ミ
ズ
ガ
レ
イ
、
ト
サ
ン
ボ
）、
ハ
ゼ
の
仲
間
（
ド
ロ
ロ
バ
）
な
ど
が
あ
っ
た
。
漁
獲
し
た
ア
ナ
ゴ
は
、
生
簀
で
二
、
三
日
泳
が
し
て
お
い
た
。
呑
ん
だ
エ
サ
と
釣
針
を
は
か
せ
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
後
、
仲
買
に
出
荷
し
た
。
ア
ナ
ゴ
の
場
合
に
は
大
札
を
入
れ
た
。
大
札
と
は
、
前
日
入
札
に
よ
る
見
買
い
で
あ
る
。
大
ア
ナ
ゴ
の
価
格
や
普
通
サ
イ
ズ
の
ア
ナ
ゴ
の
価
格
を
キ
ロ
グ
ラ
ム
単
価
で
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
く
。
角
石
と
い
う
屋
号
の
仲
買
が
い
て
、
買
い
取
っ
た
も
の
を
明
石
の
下
兵
庫
瀬
戸
内
に
お
け
る
ア
ナ
ゴ
延
縄
漁
の
終
焉
三
六
村
商
店
に
卸
し
て
い
た
。
岩
屋
に
は
、
ほ
か
に
ア
ナ
ゴ
だ
け
を
扱
う
商
売
人
も
い
た
。
縄
繰
り
の
仕
事
は
基
本
的
に
は
地
区
内
に
住
む
女
性
に
よ
る
内
職
に
頼
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
仕
事
を
請
け
負
う
者
を
「
さ
ば
き
屋
」
と
呼
ん
だ
。
一
九
八
〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
頃
の
手
間
賃
は
一
桶
五
〇
〇
円
で
あ
っ
た
。
一
桶
さ
ば
く
の
に
二
時
間
は
か
か
っ
た
と
い
う
。
縄
を
さ
ば
く
方
法
に
「
ど
さ
さ
ば
き
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
釣
針
の
つ
け
か
え
作
業
を
省
い
て
、
縄
だ
け
を
さ
ば
く
も
の
で
あ
る
。
ど
さ
さ
ば
き
の
手
間
賃
は
通
常
の
手
間
賃
の
半
額
と
な
っ
た
。
第
三
章
播
磨
町
の
ア
ナ
ゴ
延
縄
漁
│
最
後
の
ア
ナ
ゴ
延
縄
漁
師
加
古
郡
播
磨
町
は
古
く
か
ら
延
縄
が
さ
か
ん
で
あ
っ
た
。『
兵
庫
県
漁
業
慣
行
録
』
を
み
る
と
、
明
治
中
期
に
は
、
ハ
マ
チ
・
ブ
リ
、
ハ
モ
、
ク
ロ
ダ
イ
（
チ
ヌ
）、
カ
レ
イ
、
ア
ナ
ゴ
、
ス
ズ
キ
な
ど
を
季
節
ご
と
に
漁
獲
対
象
と
し
な
が
ら
、
延
縄
漁
が
周
年
に
わ
た
っ
て
操
業
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
田
和
二
〇
一
八
）。
延
縄
は
、
近
年
、
播
磨
町
で
は
ほ
と
ん
ど
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。
漁
業
セ
ン
サ
ス
の
統
計
数
値
も
非
公
表
で
あ
り
、
経
営
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
。
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
六
年
六
月
現
在
、
一
名
の
ア
ナ
ゴ
延
縄
漁
業
者
Ｍ
氏
（
一
九
四
九
年
生
ま
れ
）
が
操
業
し
て
い
る
の
み
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
五
年
ま
で
は
も
う
一
名
の
延
縄
漁
業
者
（
一
九
四
二
年
生
ま
れ
）
が
い
た
が
、
二
〇
一
六
年
に
は
着
業
し
な
か
っ
た
。
Ｍ
氏
を
ま
さ
に
「
播
磨
町
最
後
の
延
縄
漁
師
」
と
呼
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。
Ｍ
氏
は
、
小
さ
い
頃
に
祖
父
が
や
っ
て
い
た
漁
を
手
伝
う
こ
と
か
ら
漁
業
に
関
わ
っ
た
。
父
親
は
漁
師
で
は
な
か
っ
た
。
自
身
は
、
学
校
卒
業
後
、
会
社
勤
め
を
し
、
そ
れ
を
辞
し
た
の
ち
、
漁
業
に
着
業
し
た
。
一
九
七
〇
年
代
の
こ
と
で
あ
る
。
主
と
し
て
従
事
し
た
漁
種
は
延
縄
と
刺
網
（
建
網
）
で
あ
っ
た
。
一
二
月
か
ら
二
月
頃
ま
で
は
秋
ア
ナ
ゴ
の
延
縄
漁
（
ア
ナ
ゴ
ナ
ワ
）
に
従
事
し
、
こ
れ
を
終
え
る
と
刺
網
漁
に
切
り
か
え
た
。
五
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
は
春
ア
ナ
ゴ
の
延
縄
漁
を
し
た
。
こ
の
間
、
六
月
か
ら
七
月
中
旬
に
か
け
て
マ
コ
兵
庫
瀬
戸
内
に
お
け
る
ア
ナ
ゴ
延
縄
漁
の
終
焉
三
七
ガ
レ
イ
を
ね
ら
う
延
縄
（
カ
レ
イ
ナ
ワ
）
に
切
り
か
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
刺
網
漁
に
従
事
し
た
。
か
つ
て
延
縄
を
専
門
に
し
て
い
た
漁
業
者
は
、
一
〇
月
か
ら
翌
年
の
七
月
く
ら
い
ま
で
を
こ
の
漁
に
あ
て
た
と
い
う
。
Ｍ
氏
自
身
は
、
一
時
期
、
延
縄
を
や
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
一
九
九
五
年
か
ら
再
開
し
た
。
こ
の
漁
業
が
衰
退
し
た
大
き
な
理
由
は
、
小
型
底
曳
網
漁
船
の
増
加
と
と
も
に
、
延
縄
と
底
曳
網
の
漁
場
が
競
合
し
た
こ
と
で
あ
る
。
結
果
的
に
延
縄
の
操
業
の
方
が
縮
小
し
た
。
延
縄
漁
場
は
、
現
在
で
は
ノ
リ
養
殖
の
区
画
漁
業
権
漁
場
周
辺
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
ア
ナ
ゴ
は
夏
季
に
は
脂
が
の
っ
て
美
味
な
魚
で
あ
る
。
近
年
、
大
型
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
底
曳
網
に
よ
っ
て
漁
獲
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
Ｍ
氏
は
、
夏
・
秋
生
ま
れ
の
「
新
子
」
を
漁
獲
対
象
と
し
て
い
る
。
体
長
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
小
型
の
ア
ナ
ゴ
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
漁
具
の
準
備
や
後
始
末
は
、
古
宮
漁
港
の
西
側
に
あ
る
作
業
小
屋
で
お
こ
な
う
（
写
真
４
）。
漁
具
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
縄
を
入
れ
る
桶
（
ノ
オ
ケ
）
に
収
ま
る
幹
縄
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
一
六
〇
本
の
枝
縄
（
エ
ダ
）
を
つ
け
て
そ
こ
に
針
を
つ
け
る
。
沈
子
（
オ
モ
リ
）
は
鉛
製
の
も
の
（
写
真
５
）
を
使
用
す
る
。
海
上
で
の
操
業
ご
と
に
幹
縄
に
引
っ
か
け
て
ゆ
く
方
法
で
用
い
る
。
一
回
の
出
漁
で
使
用
で
き
る
ノ
オ
ケ
の
数
は
、
播
磨
町
漁
協
の
行
使
規
則
に
よ
っ
て
最
大
八
桶
ま
で
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
針
数
は
最
多
の
場
合
で
一
二
八
〇
本
と
な
る
。
エ
サ
は
冷
凍
イ
カ
や
冷
凍
サ
ン
マ
の
切
り
身
を
使
用
す
る
（
写
真
６
）。
た
と
え
ば
冷
凍
サ
ン
マ
の
場
合
、
一
箱
一
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
入
り
の
も
の
で
三
〜
四
回
の
出
漁
分
を
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
エ
サ
は
細
か
く
切
っ
た
後
で
塩
を
振
り
か
け
る
。
こ
れ
は
滑
り
止
め
の
役
割
を
果
た
す
。
以
前
は
同
じ
く
滑
り
を
止
め
る
た
め
に
、
細
か
な
砂
を
ま
ぶ
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
餌
づ
け
（
写
真
７
）
は
出
漁
前
に
す
べ
て
整
え
て
お
く
（
写
真
８
）。
漁
場
に
は
、
所
有
す
る
三
・
五
ト
ン
（
三
〇
〇
馬
力
）
の
漁
船
で
一
〇
分
も
航
行
す
れ
ば
到
着
す
る
。
延
縄
の
場
合
、
自
由
漁
業
で
あ
り
漁
業
許
可
証
は
特
に
必
要
と
し
な
い
。
兵
庫
瀬
戸
内
に
お
け
る
ア
ナ
ゴ
延
縄
漁
の
終
焉
三
八
漁
具
は
シ
オ
の
流
れ
に
沿
う
よ
う
に
直
線
的
に
敷
設
し
て
ゆ
く
。
沖
は
底
曳
網
の
漁
場
と
競
合
す
る
の
で
、
縄
を
入
れ
っ
ぱ
な
し
に
し
て
お
く
と
、
こ
の
漁
船
に
漁
具
を
引
っ
か
け
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
底
曳
網
漁
船
は
明
石
方
面
と
高
砂
方
面
か
ら
入
漁
し
て
く
る
。
ま
た
、
シ
オ
の
「
止
ま
り
目
」
に
操
業
し
た
方
が
よ
い
が
、
敷
設
さ
れ
て
い
る
タ
コ
ツ
ボ
の
縄
と
引
っ
か
か
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
沖
で
の
操
業
に
は
、
夕
刻
の
四
時
か
ら
五
時
頃
に
か
け
て
、
す
な
わ
ち
「
晩
の
ま
じ
め
」
を
ね
ら
う
。
ア
ナ
ゴ
が
夜
行
性
の
た
め
で
あ
る
。
縄
を
入
れ
る
時
間
は
三
〇
分
間
、
縄
あ
げ
に
か
か
る
時
間
は
一
〜
一
・
五
時
間
で
あ
る
。
漁
場
へ
の
往
復
時
間
を
含
め
る
と
、
海
上
で
の
漁
業
活
動
時
間
は
二
・
五
〜
三
時
間
と
な
る
。
縄
は
二
桶
ず
つ
四
筋
に
分
け
て
入
れ
た
り
、
四
桶
ず
つ
二
筋
入
れ
た
り
す
る
な
ど
、
工
夫
を
す
る
。
八
桶
分
を
一
筋
と
し
て
敷
設
す
る
と
、
漁
場
が
狭
隘
で
あ
る
た
め
底
曳
網
漁
場
と
競
合
す
る
場
合
が
生
じ
た
り
、
長
い
距
離
に
入
れ
た
縄
の
う
ち
最
初
に
放
り
込
ん
だ
方
の
浮
標
を
船
上
か
ら
目
視
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ノ
リ
養
殖
の
区
画
漁
業
権
が
数
多
く
設
定
さ
れ
ノ
リ
網
が
張
ら
れ
て
い
る
海
底
に
も
ア
ナ
ゴ
が
多
く
生
息
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
ノ
リ
網
の
間
に
縄
を
敷
設
し
て
ゆ
く
こ
と
も
あ
る
。
二
〇
一
六
年
六
月
七
日
に
Ｍ
氏
の
漁
船
に
同
乗
し
、
漁
業
活
動
を
観
察
す
る
機
会
を
得
た
。
以
下
で
は
、
船
上
で
の
聞
き
取
り
に
よ
っ
て
得
た
デ
ー
タ
も
加
え
な
が
ら
、
漁
業
活
動
に
つ
い
て
記
述
し
よ
う
。
Ｍ
氏
の
配
偶
者
が
、
作
業
小
屋
か
ら
餌
を
つ
け
た
ノ
オ
ケ
七
桶
を
一
輪
車
に
の
せ
て
Ｍ
氏
の
漁
船
ま
で
運
ん
で
き
た
。
Ｍ
氏
は
船
上
か
ら
こ
れ
ら
を
受
け
と
る
（
写
真
９
）。
出
漁
直
前
に
本
日
の
使
用
数
を
六
桶
に
切
り
か
え
た
⒀
。
シ
オ
の
加
減
や
天
候
の
具
合
を
考
え
て
の
決
定
で
あ
る
。
本
日
の
天
気
は
梅
雨
時
で
あ
ま
り
良
く
な
い
と
い
う
。
淡
路
島
の
上
に
白
い
雲
が
か
か
っ
て
お
り
（
こ
の
状
況
を
Ｍ
氏
は
「
帽
子
き
と
る
」
と
表
現
し
た
）、
こ
れ
が
雨
、
風
が
強
ま
る
前
兆
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
残
る
一
桶
は
そ
の
ま
ま
冷
蔵
庫
に
保
管
し
て
、
次
回
の
操
業
の
際
に
使
用
す
る
。
海
水
を
バ
ケ
ツ
で
汲
み
あ
げ
、
こ
れ
を
準
備
し
た
ノ
オ
ケ
に
か
け
て
、
縄
を
あ
ら
か
じ
め
湿
ら
せ
て
お
く
（
写
真
）。
縄
を
海
中
へ
投
入
し
や
す
く
す
る
た
め
で
あ
る
。
兵
庫
瀬
戸
内
に
お
け
る
ア
ナ
ゴ
延
縄
漁
の
終
焉
三
九
一
七
時
四
九
分
、
漁
船
の
エ
ン
ジ
ン
を
始
動
し
て
古
宮
漁
港
を
出
港
し
た
。
埋
め
立
て
地
に
沿
っ
て
東
へ
進
み
、
一
八
時
〇
二
分
に
は
エ
ン
ジ
ン
を
低
速
に
切
り
か
え
、
一
八
時
〇
六
分
に
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
た
。
出
漁
場
所
は
、
東
へ
航
行
し
た
明
石
市
魚
住
町
に
あ
る
住
吉
神
社
の
沖
、
通
称
「
住
吉
さ
ん
の
前
」、
あ
る
い
は
神
社
の
西
に
位
置
す
る
薬
師
院
ぼ
た
ん
寺
に
ち
な
ん
で
「
ぼ
た
ん
寺
」
と
も
呼
ぶ
漁
場
で
あ
る
。
縄
の
敷
設
場
所
は
、
現
在
で
は
漁
船
に
プ
ロ
ッ
タ
ー
を
搭
載
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
機
器
に
入
力
し
て
あ
る
位
置
情
報
に
よ
っ
て
決
め
て
い
る
。
ち
な
み
に
プ
ロ
ッ
タ
ー
の
表
示
は
、
北
緯
三
四
度
四
〇
・
四
六
八
、
東
経
一
三
四
度
五
三
・
五
三
五
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
は
ヤ
マ
タ
テ
に
よ
っ
て
敷
設
位
置
を
認
識
し
た
。
前
述
し
た
明
石
浦
の
漁
業
者
と
同
様
に
、
雄
岡
山
（
オ
ト
コ
ヤ
マ
）
と
雌
岡
山
（
オ
ン
ナ
ヤ
マ
）
の
山
景
を
後
方
の
主
要
な
目
標
物
と
し
て
定
め
、
前
方
の
目
標
物
に
は
、
特
徴
的
な
建
物
や
臨
海
部
に
立
地
す
る
工
場
群
の
煙
突
な
ど
を
利
用
し
た
。
シ
オ
の
動
き
が
速
い
時
に
縄
を
入
れ
る
と
、
餌
を
他
の
魚
に
と
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
。
シ
オ
を
見
な
が
ら
、
最
初
に
投
入
す
る
浮
標
の
準
備
に
取
り
か
か
る
。
西
へ
流
れ
る
現
在
の
潮
流
の
流
速
は
毎
時
約
一
ノ
ッ
ト
で
あ
る
。
本
日
は
や
や
早
目
に
出
漁
し
た
。
住
吉
さ
ん
の
前
で
は
明
石
浦
漁
協
地
区
お
よ
び
江
井
ヶ
島
漁
協
地
区
所
属
の
小
型
底
曳
網
漁
船
と
競
合
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
漁
船
よ
り
早
め
に
漁
場
に
到
着
し
、
良
い
場
所
を
占
め
よ
う
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
⒁
。
風
は
南
風
で
あ
っ
た
も
の
が
、
陸
側
か
ら
吹
く
北
風
へ
と
変
わ
っ
て
き
た
。
Ｍ
氏
に
よ
る
と
、
あ
と
一
時
間
も
す
れ
ば
波
が
や
わ
ら
ぐ
と
い
う
。
こ
の
漁
場
に
は
加
古
川
か
ら
採
取
さ
れ
た
砂
が
投
入
さ
れ
て
い
る
。
ノ
リ
養
殖
に
は
有
機
質
が
与
え
ら
れ
る
結
果
と
な
り
生
育
に
よ
い
が
、
泥
地
を
好
む
ア
ナ
ゴ
の
資
源
量
は
減
少
し
た
⒂
。
本
日
は
、
で
き
れ
ば
大
型
の
「
太
い
ア
ナ
ゴ
」
を
ね
ら
う
と
い
う
。
一
八
時
二
四
分
、
シ
オ
の
動
き
に
任
せ
て
い
た
漁
船
が
西
へ
流
さ
れ
た
の
で
、
エ
ン
ジ
ン
を
低
速
で
か
け
て
潮
上
す
な
わ
ち
東
の
方
へ
移
動
し
た
。
一
八
時
二
九
分
、
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
、
操
舵
室
か
ら
出
て
き
て
、
延
縄
の
投
入
準
備
に
と
り
か
か
る
。
漁
船
の
左
舷
側
後
方
か
ら
一
筋
目
の
縄
に
結
ん
だ
浮
標
を
投
入
し
、
続
い
て
縄
を
入
れ
は
じ
め
た
（
写
真
）。
甲
板
上
で
ボ
タ
ン
式
の
遠
隔
式
操
舵
装
置
を
使
っ
て
操
船
し
な
が
ら
、
縄
を
潮
上
か
ら
潮
下
へ
と
入
れ
て
ゆ
く
。
シ
オ
が
や
や
速
い
の
で
、
幹
縄
の
中
間
部
分
と
最
後
の
枝
縄
の
近
兵
庫
瀬
戸
内
に
お
け
る
ア
ナ
ゴ
延
縄
漁
の
終
焉
四
〇
く
に
、
前
述
し
た
ポ
ー
タ
ブ
ル
型
の
鉛
の
オ
モ
リ
を
つ
け
た
。
シ
オ
の
流
れ
が
緩
い
時
に
は
オ
モ
リ
は
つ
け
な
い
と
い
う
。
一
八
時
三
五
分
に
二
桶
分
の
縄
を
入
れ
終
え
、
末
尾
側
の
浮
標
を
投
入
し
た
。
一
八
時
三
六
分
、
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
、
潮
上
へ
と
移
動
し
な
が
ら
二
筋
目
の
延
縄
の
投
入
準
備
に
か
か
る
。
一
八
時
三
八
分
、
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
、
二
筋
目
の
投
入
作
業
を
開
始
し
た
。
一
筋
目
に
並
行
す
る
よ
う
に
入
れ
て
ゆ
く
。
一
八
時
四
三
分
、
三
桶
分
の
投
入
を
終
了
し
た
。
結
局
、
準
備
し
て
お
い
た
六
桶
の
う
ち
五
桶
を
使
用
し
た
。
本
日
は
、
二
筋
と
も
通
常
操
業
し
て
い
る
場
所
よ
り
や
や
沖
側
に
敷
設
し
た
。
底
曳
網
漁
船
が
近
く
で
操
業
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｍ
氏
は
、
こ
の
敷
設
場
所
を
、
い
つ
も
利
用
し
て
い
る
場
所
以
上
に
大
型
の
ア
ナ
ゴ
が
多
い
と
こ
ろ
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
縄
を
入
れ
た
後
は
引
き
あ
げ
時
ま
で
待
機
す
る
。
こ
の
間
に
ノ
オ
ケ
を
洗
う
。
ノ
オ
ケ
の
側
面
は
餌
の
サ
ン
マ
の
脂
分
が
付
着
す
る
の
で
洗
剤
を
つ
け
て
入
念
に
洗
っ
た
。
一
八
時
五
一
分
、
エ
ン
ジ
ン
を
低
速
で
か
け
、
潮
上
に
の
ぼ
る
。
一
九
時
〇
一
分
、
減
速
し
、
エ
ン
ジ
ン
を
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
す
る
。
こ
の
頃
、
北
風
と
な
り
、
波
は
お
さ
ま
っ
た
。
同
じ
漁
場
ば
か
り
使
用
す
る
と
場
が
荒
れ
て
く
る
と
い
う
。
タ
コ
ツ
ボ
が
敷
設
さ
れ
て
い
る
場
所
は
、
ア
ナ
ゴ
に
と
っ
て
も
よ
い
漁
場
で
あ
る
。
こ
う
い
う
場
所
は
「
下
底
が
よ
い
」
と
い
う
特
徴
を
も
つ
。
し
か
し
な
が
ら
タ
コ
ツ
ボ
が
あ
る
の
で
、
縄
を
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
八
時
五
二
分
、
縄
あ
げ
を
開
始
し
た
。
Ｍ
氏
は
、
小
さ
な
椅
子
に
腰
か
け
、
幹
縄
を
巻
き
あ
げ
機
に
か
け
て
引
っ
ぱ
り
あ
げ
る
。
こ
の
時
も
遠
隔
の
操
舵
装
置
で
操
船
し
な
が
ら
の
作
業
と
な
る
。
引
き
あ
げ
た
縄
は
足
の
間
に
置
い
た
ノ
オ
ケ
に
収
め
て
ゆ
く
が
、
ア
ナ
ゴ
が
か
か
っ
て
い
る
場
合
に
は
テ
グ
ス
を
つ
け
た
ま
ま
、
そ
れ
を
生
簀
の
方
に
投
げ
る
（
写
真
）。
生
簀
の
上
に
は
刃
の
つ
い
た
枠
型
が
設
え
ら
れ
て
お
り
、
ア
ナ
ゴ
を
こ
の
枠
型
に
引
っ
か
け
る
と
、
テ
グ
ス
は
刃
に
よ
っ
て
切
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ア
ナ
ゴ
は
針
を
飲
み
込
ん
だ
ま
ま
で
生
簀
に
落
ち
て
ゆ
く
。
縄
の
引
き
あ
げ
に
要
し
た
時
間
は
、
一
筋
目
が
一
九
分
、
二
筋
目
が
二
〇
分
で
あ
っ
た
。
桶
ご
と
の
漁
獲
尾
数
を
見
て
お
こ
う
。
一
筋
目
の
一
桶
目
は
未
確
認
、
二
桶
目
は
ア
ナ
ゴ
六
九
尾
、
キ
ス
一
尾
、
二
筋
目
の
一
桶
目
は
兵
庫
瀬
戸
内
に
お
け
る
ア
ナ
ゴ
延
縄
漁
の
終
焉
四
一
ア
ナ
ゴ
七
九
尾
、
フ
グ
類
一
尾
、
二
桶
目
は
ア
ナ
ゴ
八
八
尾
、
三
桶
目
は
ア
ナ
ゴ
九
〇
尾
で
あ
っ
た
。
ア
ナ
ゴ
以
外
の
魚
種
が
混
獲
さ
れ
る
率
は
き
わ
め
て
低
か
っ
た
。
桶
ご
と
の
ア
ナ
ゴ
の
釣
魚
率
（
漁
獲
尾
数
を
一
桶
の
針
数
一
六
〇
で
除
し
た
も
の
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
四
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
五
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
ア
ナ
ゴ
の
漁
獲
量
は
Ｍ
氏
の
目
算
で
約
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。
二
〇
時
三
七
分
に
帰
港
の
準
備
に
取
り
か
か
っ
た
。
二
〇
時
四
七
分
に
帰
港
し
た
。
出
港
か
ら
帰
港
ま
で
の
漁
業
活
動
時
間
は
二
時
間
五
八
分
で
あ
っ
た
。
船
内
の
生
簀
で
活
け
た
ま
ま
持
ち
帰
っ
た
ア
ナ
ゴ
は
、
す
ぐ
さ
ま
水
揚
げ
さ
れ
、
漁
協
が
所
有
す
る
活
魚
蓄
養
槽
へ
移
さ
れ
た
。
翌
朝
、
夫
婦
で
こ
れ
ら
を
二
枚
に
お
ろ
し
、
加
工
業
者
へ
出
荷
す
る
。
量
は
夫
婦
二
人
が
お
ろ
せ
る
範
囲
内
に
限
っ
て
い
る
。
残
り
は
、
通
常
は
町
内
の
顧
客
の
注
文
に
応
じ
て
販
売
し
て
い
る
。
漁
協
へ
の
売
り
上
げ
申
告
は
自
己
申
告
制
で
あ
る
。
漁
協
は
申
告
額
に
応
じ
て
手
数
料
を
得
て
い
る
。
ま
と
め
に
か
え
て
兵
庫
瀬
戸
内
に
お
け
る
ア
ナ
ゴ
延
縄
漁
に
関
す
る
聞
き
取
り
と
漁
業
活
動
の
参
与
観
察
を
通
じ
て
、
一
九
五
〇
年
代
以
降
、
現
在
ま
で
の
約
七
〇
年
間
に
こ
の
漁
に
生
じ
た
変
化
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
延
縄
漁
の
衰
退
化
の
原
因
は
、
大
枠
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
兵
庫
瀬
戸
内
の
漁
業
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
漁
具
と
漁
船
が
整
備
さ
れ
る
段
階
ま
で
は
、
小
規
模
な
釣
漁
と
網
漁
が
中
心
を
な
し
た
。
そ
の
な
か
で
延
縄
漁
は
周
年
に
わ
た
る
操
業
形
態
を
維
持
し
な
が
ら
各
地
で
活
発
に
お
こ
な
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
漁
業
経
済
の
安
定
化
に
と
も
な
っ
て
、
動
力
型
の
小
型
底
曳
網
が
新
た
に
導
入
さ
れ
た
。
底
曳
網
の
漁
獲
強
度
は
他
の
釣
漁
や
小
型
の
網
漁
の
そ
れ
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。
底
曳
網
の
隆
盛
に
よ
っ
て
、
漁
場
が
こ
兵
庫
瀬
戸
内
に
お
け
る
ア
ナ
ゴ
延
縄
漁
の
終
焉
四
二
れ
と
競
合
す
る
延
縄
漁
は
操
業
漁
場
の
狭
隘
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
駆
逐
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
て
間
違
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
漁
閑
期
に
あ
た
る
冬
場
に
も
好
漁
を
見
込
め
、
し
か
も
砂
泥
地
の
海
底
に
て
選
択
的
に
大
量
捕
獲
が
期
待
で
き
る
ア
ナ
ゴ
延
縄
漁
は
、
収
益
が
得
ら
れ
る
漁
と
し
て
、
底
曳
網
に
対
抗
す
る
よ
う
な
形
で
維
持
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
小
型
底
曳
網
の
周
年
操
業
が
定
着
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
延
縄
漁
の
衰
退
化
に
一
層
の
拍
車
が
か
か
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
し
、
ア
ナ
ゴ
延
縄
は
、
安
定
的
な
漁
獲
と
収
益
を
見
込
め
る
が
ゆ
え
に
、
淘
汰
さ
れ
な
が
ら
も
、
季
節
に
よ
っ
て
は
和
歌
山
県
沖
ま
で
出
漁
す
る
よ
う
な
形
態
を
見
出
し
な
が
ら
維
持
さ
れ
た
。
ノ
リ
養
殖
業
が
一
九
六
〇
年
代
に
兵
庫
瀬
戸
内
に
導
入
さ
れ
る
と
、
漁
船
漁
業
の
位
置
づ
け
は
劇
的
に
変
化
し
た
。
ノ
リ
の
養
殖
時
期
は
冬
季
か
ら
翌
年
の
春
に
か
け
て
で
あ
る
。
漁
船
漁
業
で
は
漁
閑
期
と
考
え
ら
れ
た
時
期
が
、
む
し
ろ
盛
漁
期
へ
と
転
換
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ノ
リ
養
殖
に
よ
る
収
入
が
安
定
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
参
入
す
る
漁
業
者
が
各
地
で
増
加
し
た
。
こ
う
し
た
漁
業
者
も
、
ノ
リ
養
殖
期
間
以
外
に
は
船
曳
網
や
小
型
底
曳
網
、
あ
る
い
は
釣
漁
業
を
併
営
し
た
。
そ
の
中
で
、
漁
業
者
が
高
齢
化
を
理
由
に
漁
業
経
営
を
次
世
代
に
譲
り
、
自
ら
は
、
た
と
え
収
益
が
少
な
く
と
も
「
楽
し
み
」
と
し
て
、
か
つ
て
営
ん
だ
延
縄
漁
を
再
開
す
る
事
例
も
見
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
動
き
を
他
方
で
支
え
て
き
た
の
は
、
漁
業
技
術
の
革
新
で
あ
る
。
か
つ
て
の
延
縄
漁
で
必
要
と
さ
れ
た
四
人
あ
る
い
は
三
人
乗
り
操
業
は
、
動
力
化
の
進
展
、
縄
の
自
動
巻
き
あ
げ
機
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
搭
載
な
ど
に
よ
り
省
力
化
が
可
能
と
な
っ
た
。
一
回
の
出
漁
で
使
用
す
る
縄
の
長
さ
（
縄
桶
数
）
を
少
な
く
す
れ
ば
、
一
人
で
も
操
業
で
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
延
縄
漁
船
一
隻
分
の
漁
獲
金
額
を
複
数
名
で
分
配
で
き
る
ほ
ど
の
高
収
入
を
す
で
に
得
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
点
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
漁
業
資
源
量
の
急
激
な
減
少
を
招
い
て
い
る
近
年
で
は
、
漁
船
漁
業
の
規
模
縮
小
が
目
立
っ
て
い
る
。
延
縄
漁
も
同
様
に
撤
退
し
、
漁
具
の
準
備
を
担
う
縄
繰
り
の
シ
ス
テ
ム
も
こ
れ
に
応
じ
て
崩
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
現
在
こ
の
漁
を
続
け
て
い
る
高
齢
者
は
、
自
身
の
代
で
漁
の
終
焉
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
兵
庫
瀬
戸
内
に
お
け
る
ア
ナ
ゴ
延
縄
漁
の
終
焉
四
三
ア
ナ
ゴ
延
縄
に
み
る
一
九
五
〇
年
代
か
ら
現
在
ま
で
の
変
化
の
過
程
は
、
兵
庫
瀬
戸
内
に
お
け
る
漁
業
の
変
容
と
い
う
大
き
な
複
合
の
な
か
で
は
、
ほ
ん
の
部
分
的
な
事
象
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
漁
業
に
も
他
の
漁
種
と
の
競
合
や
漁
場
利
用
の
変
化
な
ど
、
様
々
な
関
係
性
の
な
か
に
定
位
し
、
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
が
数
多
く
見
い
だ
さ
れ
た
。
残
さ
れ
た
史
資
料
類
や
統
計
類
は
ご
く
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
諸
点
か
ら
見
れ
ば
、
漁
業
者
か
ら
の
情
報
に
基
づ
く
「
聞
き
書
き
」
は
、
漁
業
誌
を
精
緻
化
す
る
意
味
で
も
、
き
わ
め
て
有
効
な
方
法
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
﹇
付
記
﹈
小
論
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、
各
地
で
多
く
の
漁
業
者
の
皆
様
か
ら
貴
重
な
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。
末
筆
な
が
ら
、
皆
様
に
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
注⑴
田
和
（
二
〇
一
八
）
は
、
明
治
期
に
お
け
る
兵
庫
瀬
戸
内
の
延
縄
漁
業
に
つ
い
て
『
兵
庫
県
漁
業
慣
行
録
』
の
記
載
内
容
か
ら
考
察
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
、
延
縄
漁
業
が
有
し
た
知
識
を
今
後
も
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
性
を
提
示
し
た
。
そ
の
た
め
に
延
縄
漁
業
者
、
あ
る
い
は
か
つ
て
延
縄
に
従
事
し
現
在
は
漁
業
を
退
い
た
高
齢
者
か
ら
、
漁
業
形
態
全
般
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
を
続
け
て
い
る
。『
兵
庫
県
漁
業
慣
行
録
』
の
刊
行
か
ら
す
で
に
一
三
〇
年
近
く
経
過
し
て
い
る
現
在
、
長
い
年
月
に
わ
た
る
「
漁
業
誌
」
を
構
成
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
こ
の
よ
う
な
聞
き
取
り
調
査
を
続
け
る
こ
と
は
、
年
代
学
的
把
握
に
必
要
不
可
欠
な
作
業
で
あ
る
。
⑵
Ｅ
氏
が
居
住
す
る
の
は
、
明
石
浦
の
大
西
町
で
あ
っ
た
。
こ
の
町
内
に
は
延
縄
漁
業
者
が
集
中
し
、
多
い
時
に
は
一
〇
隻
の
延
縄
漁
船
が
稼
働
し
て
い
た
。
大
西
町
の
漁
業
者
は
現
在
も
共
同
で
ノ
リ
養
殖
漁
業
に
従
事
し
て
い
る
が
、
そ
の
共
同
会
社
に
「
縄
船
」
と
い
う
屋
号
を
つ
け
て
い
る
。
⑶
近
年
で
は
、
稲
藁
の
か
わ
り
に
、
厚
み
の
あ
る
合
成
樹
脂
製
の
テ
ー
プ
を
貼
り
、
こ
こ
に
針
を
か
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
⑷
Ｅ
氏
に
よ
れ
ば
、
明
石
浦
で
は
、
ガ
シ
ラ
（
カ
サ
ゴ
）
の
こ
と
を
メ
バ
ル
と
も
呼
ん
だ
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
延
縄
を
ガ
シ
ラ
縄
で
は
な
く
、
メ
バ
ル
縄
と
呼
ん
だ
。
幹
縄
に
三
尋
（
四
・
五
メ
ー
ト
ル
）
間
隔
で
枝
縄
を
つ
け
た
。
枝
縄
の
長
さ
は
約
二
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
釣
針
は
九
分
か
兵
庫
瀬
戸
内
に
お
け
る
ア
ナ
ゴ
延
縄
漁
の
終
焉
四
四
一
寸
（
約
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル：
こ
の
釣
針
を
寸
ヅ
リ
と
称
し
た
）
で
、
一
桶
に
五
〇
〜
六
〇
本
の
針
を
つ
け
た
。
ア
ブ
ラ
メ
や
イ
シ
モ
チ
（
グ
チ
）
が
混
獲
さ
れ
た
。
タ
イ
縄
で
は
、
水
温
が
低
い
頃
は
餌
の
食
い
が
悪
い
こ
と
か
ら
、
六
月
頃
か
ら
初
秋
の
九
月
頃
ま
で
を
漁
期
と
し
た
。
幹
縄
に
約
一
五
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
長
さ
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
枝
縄
を
つ
け
た
。
釣
針
は
一
寸
か
そ
れ
よ
り
少
々
大
き
い
目
の
も
の
を
用
い
た
。
一
桶
に
一
二
〜
一
三
針
を
つ
け
た
。
餌
は
ユ
ウ
ム
シ
（
ユ
ウ
）
や
ア
カ
ム
シ
を
使
用
し
た
。
ユ
ウ
ム
シ
は
地
元
に
こ
れ
を
専
門
に
と
る
人
が
お
り
、
そ
の
人
か
ら
提
供
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。
ア
カ
ム
シ
は
広
島
県
尾
道
産
の
も
の
が
入
っ
て
き
て
い
た
。
こ
れ
ら
を
二
〜
三
寸
の
大
き
さ
に
切
り
分
け
て
針
に
つ
け
た
。
イ
イ
ダ
コ
を
餌
と
し
て
用
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
縄
は
日
の
入
り
前
に
入
れ
て
、
翌
朝
引
き
あ
げ
た
。
⑸
雄
岡
山
と
雌
岡
山
は
、
神
戸
市
西
区
神
出
町
に
あ
る
独
立
し
た
峰
で
、
標
高
は
雄
岡
山
が
二
四
一
メ
ー
ト
ル
、
雌
岡
山
が
二
四
九
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
⑹
神
戸
市
須
磨
区
。
⑺
北
淡
の
淡
路
市
野
島
江
崎
に
あ
る
江
崎
灯
台
。
⑻
大
善
は
二
〇
〇
七
年
に
負
債
を
抱
え
倒
産
し
た
。
⑼
大
阪
府
の
最
南
部
、
泉
南
郡
岬
町
に
あ
る
大
字
名
で
あ
る
。
淡
輪
漁
港
が
あ
り
、
淡
輪
漁
業
協
同
組
合
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
主
要
な
漁
業
種
類
は
船
曳
網
や
小
型
底
曳
網
で
あ
る
。
⑽
縄
あ
げ
の
労
働
は
、
動
力
に
よ
る
縄
の
巻
き
あ
げ
機
の
普
及
に
よ
っ
て
軽
減
さ
れ
た
。
⑾
昭
和
三
八
年
一
月
豪
雪
の
こ
と
を
い
う
。
強
い
寒
波
の
襲
来
で
、
西
日
本
で
も
降
雪
が
あ
り
、
瀬
戸
内
海
に
は
河
川
か
ら
融
雪
水
が
流
入
し
、
水
温
が
急
激
に
低
下
し
た
。
そ
の
た
め
、
兵
庫
瀬
戸
内
の
タ
コ
資
源
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
タ
コ
の
資
源
回
復
の
た
め
に
、
稚
ダ
コ
が
長
崎
県
の
大
村
湾
や
熊
本
県
の
天
草
な
ど
九
州
地
方
か
ら
導
入
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
⑿
『
兵
庫
県
漁
具
図
解
』
に
も
淡
路
の
延
縄
漁
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
。
た
だ
し
、
調
査
地
が
い
ず
れ
も
津
名
郡
由
良
町
で
あ
る
の
で
、
本
図
解
か
ら
岩
屋
の
延
縄
漁
の
詳
細
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
ち
な
み
に
、
由
良
の
事
例
に
は
、
ハ
モ
延
縄
、
タ
イ
延
縄
、
フ
カ
延
縄
、
エ
イ
延
縄
、
ブ
リ
延
縄
、
グ
チ
延
縄
、
ト
ラ
ハ
ゼ
延
縄
、
ア
ナ
ゴ
延
縄
が
含
ま
れ
て
い
る
。
⒀
前
日
の
六
月
六
日
の
操
業
で
は
六
桶
を
使
用
し
て
、
ア
ナ
ゴ
二
七
・
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
漁
獲
し
た
。
⒁
出
漁
日
は
火
曜
日
で
あ
っ
た
。
明
石
浦
漁
協
の
セ
リ
は
水
曜
日
が
定
休
日
で
あ
る
。
ま
た
、
神
戸
市
中
央
卸
売
市
場
の
臨
時
休
場
日
も
水
曜
日
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
底
曳
網
漁
船
は
そ
れ
を
見
越
し
て
出
漁
せ
ず
、「
住
吉
さ
ん
の
前
」
漁
場
に
は
筆
者
が
同
乗
し
た
延
縄
漁
船
の
ほ
か
に
は
操
業
す
る
漁
船
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
兵
庫
瀬
戸
内
に
お
け
る
ア
ナ
ゴ
延
縄
漁
の
終
焉
四
五
⒂
一
般
財
団
法
人
兵
庫
県
水
産
振
興
基
金
で
の
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、
加
古
川
河
口
域
で
は
、
国
土
交
通
省
に
よ
っ
て
治
水
（
洪
水
防
止
）
対
策
の
た
め
に
浚
渫
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
大
量
の
砂
が
江
井
ヶ
島
の
沖
と
、
住
吉
神
社
の
沖
に
投
入
さ
れ
た
。
地
元
が
砂
を
欲
し
た
結
果
、「
国
が
く
れ
た
」
と
い
う
（
二
〇
一
六
年
六
月
一
〇
日
聞
き
取
り
）。
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